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活動のきっかけ

　昭友会（たくふう会グループ）では、地域行事や

活動への参加などを通して約20年に渡り地域と共

に歩んできました。法人理念である「地域との連

帯・共生」をもとに、法人全体で地域での取り組み

について考え、活動を行っています。

地域の皆様と「共に同じ目的に向かい、共に汗を流

すこと」を大切に活動しています。

活動内容

【岡山市中区基幹型　認知症カフェ「ぽかぽか」

　（岡山市高齢者福祉課事業）】

　当カフェは平成27年より認知症の方とご家族、

地域住民の皆様など誰でも参加することができ、集

える場所として開催しています。「ぽかぽか」とい

う名称は、旭竜小学校の児童から募集して名付けら

れました。

　カフェでは認知症サポーター養成講座を実施して

認知症への理解を深めること、健康に関する講話や

体操、季節の行事などを行っています。

　また、公民館でのサテライト相談も行っています。

カフェの運営は、民生委員や地区社会福祉協議会の

皆様と行っています。地域の皆様と一緒に運営する

ことで、来られる方も安心して参加することができ

ます。参加者からは「顔見知りや友人に会えて前向

きになれた」「お互いに安否確認ができたり、近所

のスーパーで挨拶したり、出会いに感謝」などの声

があり、カフェに来て顔を合わせることの大切さを

感じています。

　広報として「ぽかぽか便り」を月に１回発行し、

町内で回覧と、ホームページやフェイスブックなど

にも掲載し、情報発信を行っています。

　日時：第２月曜日・第４木曜日13：30～15：45

　場所：旭竜コミュニティハウス
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【多様な団体との連携】

　旭竜学区支え合い推進協議会への参加や祇園支え

合いネットワークへの参加といった多様な団体との

協力・連携を通して、地域の皆様と支え合いの地域

づくりのためにできることについての話し合いに参

加しています。

　また、令和２年９月からは、旭竜助け合い隊のサ

ポーターとして、地域の皆様からの介護相談にも対

応しています。

■工夫していること

　「ぽかぽか便り」の発行など、コロナ禍でも情報

発信をしたり、参加されていた方にお手紙を出すな

ど、これまでにできたつながりを途絶えさせないよ

うに工夫をしています。

活動実績・効果

　効果としては地域の皆様の近くで活動や仕事をす

ることで地域づくりに参画できることです。そして

困りごとがあった時に直ぐ相談していただけること

も大変有り難く、嬉しいです。

　また、継続して関わりを持たせていただいている

ことは、スタッフ育成にも良い面がたくさんありま

す。学校や資格取得の為に勉強を経て、就職した後

に地域福祉のことに興味があっても実際は現場の業

務に明け暮れ、地域活動が実施できていないことが

多くみられます。反面、当グループは全体で「地域

交流委員会」として活動しており、スタッフが積極

的に地域活動に取り組んでいます。

今後取り組もうとする方に伝えたいこと

　昭友会（たくふう会グループ）は約20年前の活

動当初、「健康教室」を定期的に開催していました

が、地域の皆様の参加が少ない時もありました。そ

の後、認知症カフェの運営・広報誌の継続した回覧

の機会をいただいたことは大きいです。また継続的

に地域行事へ参加させていただいたことは有り難い

ことです。

　既に地域で実施されている行事や活動に参加させ

ていただくことが、地域の皆様と共に歩んでいく一

歩だと思います。地域活動に積極的に参加し、地域

の皆様とのつながりを作っていくことが大切だと思

います。

　これからも、地域の皆様にとって困った時だけで

はなく、いつも身近にいる存在として歩んでいきた

いと思います。


